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こ
の
た
び
ỏ
̔
月
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日
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ظ
ຬ
ྃ
を
も
ち
ま
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て
ỏ
４
ظ
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た
る
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ୀ
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Ố
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９
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の
ߕ
佐
町
長
に
ब

し
ỏ
今
日
ま
で
町
民
の
օ
さ
ま

に
は
公
ࢲ
と
も
に
֨
ผ
の
͝
ࢧ
ԉ
ỏ
͝
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を
ࣀ
り
ỏ

ແ
事
に
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を
Ռ
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
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に
ỏ
৺
か
ら
ް
く
お
ྱ
ਃ
し
上
͛
ま
す
Ố
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日
に
い
た
る
ま
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ߕ
佐
町
の
࠶
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と
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҆
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࣏
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た
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ͦ
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Ռ
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ଟ
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ܾ
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ಋ
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গ
な
く
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す
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ৼ
り
ฦ
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ỏ
ࢲ
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Կ
と
か
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た
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と
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ڧ
い
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町
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る
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ҙ
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大
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で
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ຊ
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ݝ
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দ
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ࡂ
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ল
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ࡂ
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梅
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ࡂ
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༗
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ࡂ


が
ൃ
生
し
ま
し
た
Ố
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෮
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ྗ
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〇
町
長
就
任

●
平
成
��

〇
第
３
子
以
降
の
出
産
祝
い
金
の
増
額

●
平
成
��

〇
甲
佐
町
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
発
足

〇
統
合
甲
佐
小
学
校
の
校
舎
・
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

〇
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化

〇
特
産
品
開
発
事
業
に
着
手

●
平
成
��

〇
「
緑
川
上
流
通
漕
碑
」、「
下
豊
内
の
逆
修
碑
」、「「
薬
王
寺
の

　
宝
篋
印
塔
」、「
津
志
田
の
逆
修
碑
」
が
町
指
定
文
化
財
と
な
る

〇
町
内
全
域
を
対
象
と
し
た
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
サ
ー
ビ
ス
開
始

●
平
成
��

〇
第
６
次
甲
佐
町
総
合
計
画
策
定

〇
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
た
め
町
職
員
を
派
遣

〇
国
交
省
と
「
大
規
模
な
災
害
時
の
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

〇
暴
力
団
排
除
に
関
す
る
合
同
調
印
式

●
平
成
��

〇
国
、
県
、
町
が
配
信
す
る
災
害
情
報
を
携
帯
電
話
で
受
信
で
き
る

　
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
を
配
信
開
始

〇
甲
佐
ブ
ラ
ン
ド
「
こ
う
さ
ん
も
ん
」
認
定
制
度
開
始

●
平
成
��

〇
甲
佐
中
学
校
新
校
舎
完
成

〇
「
新
甲
佐
町
史
」
発
行

〇
「
ろ
く
じ
館
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

●
平
成
��

〇
乙
女
・
大
沢
水
地
区
農
免
農
道
が
開
通

●
平
成
��

〇
国
交
省
で
「
甲
佐
地
区
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
計
画
が
登
録

●
平
成
��

〇
熊
本
地
震
（
４
月
）、
梅
雨
前
線
豪
雨
災
害
（
６
月
）
発
生

●
平
成
��

〇
甲
佐
町
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

●
平
成
��

〇
甲
佐
町
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
開
始

〇
熊
本
甲
佐
総
合
運
動
公
園
整
備
開
始

〇
第
四
水
源
（
田
口
）
水
道
供
給
開
始

●
平
成
��

〇
子
育
て
支
援
住
宅
「
ヴ
ェ
ル
デ
甲
佐
」、
災
害
公
営
住
宅
、

　
防
災
公
園
完
成

〇
地
震
で
被
災
し
た
田
口
橋
が
開
通

〇
乙
女
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

●
令
和
２

〇
井
戸
江
峡
交
流
拠
点
施
設
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｎ�

Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｅ
」、

　
古
民
家
交
流
拠
点
施
設
（
旧
西
村
邸
）
が
オ
ー
プ
ン

●
令
和
３

〇
陣
ノ
内
城
跡
が
国
史
跡
に
指
定

〇
美
里
町
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

〇
第
７
次
甲
佐
町
総
合
計
画
策
定

●
令
和
４

〇
美
里
町
と
「
避
難
所
相
互
利
用
に
関
し
て
定
め
た
覚
書
」
を
締
結

〇
や
な
場
冬
営
業
開
始

●
令
和
５

〇
「
熊
本
甲
佐
総
合
運
動
公
園
」
全
面
供
用
開
始

〇
美
里
町
の
図
書
室
と
の
相
互
利
用
が
開
始

〇
町
長
退
任
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ࣄ
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